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表紙写真 　人権を守るために大切なこ
とを呼び掛ける人権擁護委員
の皆さん。私たちの気持ちに
寄り添い悩みを解決に導いて
くれる相談パートナーです。



人権に関する
電話相談窓口
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　法務省の人権擁護機関
では、不当な差別、偏見、
いじめなどの被害に遭った
方からの人権相談を受け付
けています。一人で悩まず、
ご相談ください。

みんなの人権110番（全国共通人権相談ダイヤル）
　0570-003-110（平日8時30分～17時15分）
子どもの人権110番
　0120-007-110（平日8時30分～17時15分）
女性の人権ホットライン
　0570-070-810（平日8時30分～17時15分）
外国語人権相談ダイヤル
　0570-090911（平日9時～17時）
対応言語：英語・中国語・韓国語・フィリピノ語・ポルトガル語・

　ベトナム語・ネパール語・スペイン語・インドネシア語・タイ語
インターネット人権相談窓口
https://www.j inken.go. jp/

人権擁護委員の主な活動

こんな啓発活動を行っています

　人権の大切さを多くの方に知ってもらうため、人権擁護委員は次のような活動を行っています。

「人権を侵害された」という被害者からの申告を
受け、法務局職員と協力して調査に当たります。

　児童たちが花を育てる
ことで、協力することや感謝
すること、生命の大切さを
学べるよう「人権の花運動」
を行っています。
　育てた花を、福祉施設
などに届け、地域の皆さん
と交流しています。

人権相談 地域の皆さんからの人権に関する相談に応じています。

救　済

人権教室など、人権について理解を深めてもらう
ための活動をしています。

啓　発

相談内容　人権に関わる相談
　（近所や家庭内の問題、職場でのハラスメント、DVなど）
費　用　無料
※秘密は厳守します。
※日程は広報すずかの毎月20日号をご覧ください。

人権の
花運動

　人権週間に近鉄白子駅、
鈴鹿市駅で街頭啓発を実施
しています。市、県、法務局と
一緒に、人権の大切さを呼び
掛けています。

街頭
啓発

鈴鹿市人権擁護委員

神﨑 佳代子さん
かんざき　 か  よ  こ

私たちは皆さんの
気持ちに寄り添います。
悩んでいることが
あれば、気軽に
ご相談ください。
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　学校で人権について学んだ児童・生徒の皆さん。自らの経験をもとに記した
「人権に関する作文」について、代表作品をご紹介します。

子どもたちの子どもたちの 権 作 文人

　僕は２０２０東京パラリンピックを見て
とても感動しました。なぜなら今まであまり
パラリンピックを見たことがなかったけど、
今回興味を持って見て、パラリンピックに
出場している選手がとても輝いて見えた
からです。出場している選手たちは、車い
すや腕や足がない人、目が不自由な人と、
さまざまな障がいがあります。僕はその
障がいがある選手がスポーツに取り組んで
いる姿を見てすごいと思うと同時になぜ
選手になろうと思ったのか不思議に思いま
した。もし僕に障がいがあったらこんなに
も前向きにスポーツに取り組めていたか
分かりません。また、とても選手になろう
とは思えなかったはずだからです。
　でもその疑問は僕の弟によって気づくこと
ができました。僕の弟は、障がいがあります。
脊髄性筋萎縮症という病気でとても力が弱
く電動車いすで生活しています。自分の力で
は手も足も動かすことができませんがスポー
ツが大好きなのです。弟は、小学校の体育の
時間で見学するのではなく、みんなと同じよ
うに一緒にスポーツをやりたいと言って周り
の協力で弟ができる形に変え、弟のための
ルールを作ってみんなと同じようにスポーツ
を楽しんでいます。スポーツは、障がいが
あっても道具やルールを作ることで楽しむこ
とができるのだと分かりました。
　また、僕は弟と一緒にボッチャの体験に
行ったことがあります。ボッチャとは、障がい
者のために考案されたスポーツでパラリン
ピックの正式種目です。しかしこの競技は、
老若男女、障がいのあるなしに関わらず、
全ての人が一緒になって競い合えるスポーツ
です。そして僕は、介助者として参加しました。

体験して、障がいのない人が
障がいのある人をサポートし
て一緒に楽しめるこのボッ
チャという競技がすごいと思い、こんなすばら
しいスポーツがあるのだと知り驚きました。
　僕ももっとこのボッチャという競技を知りた
いし、もっとたくさんの人にこの競技を体験して
もらい、ボッチャの楽しさを知ってもらいたいと
思いました。また、こういう障がいのあるなしに
関わらず、全ての人が一緒に楽しめるスポーツ
が増えていってほしいと思います。
　僕は弟を通して、またパラリンピック、
ボッチャを通してスポーツのすばらしさと、
障がいをはねとばしスポーツにチャレンジ
し、あきらめず努力する、それを楽しむ人間
の強さとすばらしさを知りました。そしてス
ポーツを楽しむために障がいのあるなしは
関係がないのだということも知りました。
　スポーツに関わらずこの社会を生きていく
中で僕は身近にいる障がいのある弟が持つ
夢や可能性が、障がいがあることで失われる
のは絶対に嫌です。障がいだけでなく、誰も
がみんな違う個性を持ちその一人一人の持つ
個性を生かすことができる世の中であってほ
しいと思っています。誰もがみんな楽しみを
持ち、輝ける世の
中であってほしい
と思います。そして
僕はそんな明るい
未来を作る、発信
する一人になりた
いと思っています。

障がいは、はねとばせる 天栄中学校2年  矢橋  陸空さん
や はし　り く
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さかぐち そう  ま

　ペルーからきて7か月がたちました。日本にき
たとき、すぐに小学校の2年生にはいりました。
わたしはくる前に、わたしががいこく人だから
いじめられるのではとおもったので、こわかっ
たです。日本ごがわからないからともだちはつ
くれないのと、小学校になれないかもしれな
いとたくさんふあんがありました。
　学校ににゅう学したしょにちは、みんなが
はなしかけにきてくれましたが、がいこく人の
ともだちとはなしやすかったです。
　クラスの日本人のともだちが、わたしがわかる
ように、すこしずつジェスチャーでコミュニケー
ションをとりました。
　いま、日本人のともだちはたくさんいます。とも
だちがわたしをあそびにさそってくれたり、かえり
のじかんにいっしょにかえってくれたり、わからな

いべんきょうもやさしくおしえて
くれたり、とてもうれしいです。
わたしは、まだ日本のたべものに
なれていません。そこで、きゅうしょくのじかんに、
わたしがきゅうしょくをたべられるように、いろいろ
なともだちが、「がんばれ！」とおうえんしてくれま
す。わたしは、ともだちにとてもかんしゃしています。
　小学校にあたらしいがいこく人のともだちが
はいってきたら、今までわたしがたすけられた
ように、一人にならないように、わたしもたすけ
ようとおもいます。
　わたしの小学校は、いろいろなくにの子どもたち
がいます。みんながたのしくせいかつし、べんきょう
し、まなべるばしょなので、
とてもすてきなばしょです。

日本の学校ESCUELA JAPONESA 桜島小学校3年  クエト エイミさん

僕は、低学年のとき、片目を大けがし、障が
いを負いました。そのため、目の色がふつうの
人とは違います。目の色が変なせいで人から
「目の色変やで」「怖い」などと様々なことを言
われたことがあります。僕は、そうやって目のこ
とを言われるのがとても嫌でした。腹が立ちま
した。でもそのときは、何回も人から言われて
も言い返すこともできず、落ち込んだり、我ま
んしたりすることしかできませんでした。そして、
そんな状態が２年ほど続きました。
　そんな中、あるサッカー選手のＫさんと出会い
ました。Ｋさんは、自分と同じように目に障がいを
持っている人で、僕の気持ちをよくわかってくれる
人でした。ただ、Ｋさんは僕とは違うところがあり
ました。それは、とても前向きなところです。大き
なけがを負ったにも関わらず、これまでと何も変
わらず、前を向いていました。僕はその人をすごい
なと思い、自分も何事もポジティブな人になろう
と思うようになりました。
　でも、そんなに簡単ではありませんでした。失敗
をすればしょんぼりし、怒られれば落ち込んでしま
うこともありました。でも、そんなときにＫさんの姿

を思い出すと、前より心を強く
持てるようになっていきました。
　時にはまた目のことをからかわ
れることもありました。今までは落ち込んだり、
我まんしたりするだけでしたが、からかわれても
「そんなこと言ったらあかんで！」と自分の思いを
伝えることもできるようになりました。Ｋさんとの
出会いが、僕の支えとなっていきました。
　また、別に自分を支えてくれている存在にも
気が付きました。それは友達です。ある時学校
で6年生の友達と廊下を歩いていると近くを
通った下級生の子に、「目が変やで。こわ。」と言
われました。僕はそれに言い返そうとすると隣に
いた友達が、「人それぞれあるんやから。そんなこ
と言ったらあかん！」と言ってくれました。その言
葉は、僕には何よりもうれしい言葉でした。その時、
自分が友達に支えられていると気が付きました。
ぼくは、友達を大切にしたいと思うと
同時に、今は、人に支えられているこ
とが多いけれど、これからは、人の
ことを支えられる人になっていきた
いなと思いました。

友達の大切さ 椿小学校6年  坂口  蒼茉さん

今回の特集に関するご意見・ご感想は
教育支援課　 382-9055　 382-9053　 kyoikushien@city.suzuka.lg.jp
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　人権に関わるさまざまな問題について、相談者に寄り添う人権擁護委員。今回は、本市での
人権擁護委員の活動などを紹介します。

あなたの身近な人権擁護委員人権擁護委員

人権教室
　子どもたちに思いやりの心や生命
の尊さを学んでいただくために、保
育園や幼稚園、小学校などで、絵本
の読み聞かせや紙芝居などを中心
に人権擁護委員が行っています。

務大臣の委嘱を受けて活動する
民間ボランティアである人権擁護
委員。全国で約1万4 , 0 0 0人の

委員が身近な人々の人権を守るため、人権
相談を受けたり、人権の考えを広めたりする

活動を行っています。
　本市では、12人の人権擁護委員が公共
施設などで相談所の開設をはじめとした
さまざまな啓発活動を行っています。

法

鈴鹿市人権擁護委員会 会長

藤田 秀昭さん
ふじ  た　ひであき

人権の大切さを伝えます
　私たち人権擁護委員は、人権に関する相談をはじめ、人権の大切さを
多くの方に知ってもらうための啓発活動を行っています。
　人権教室では、よく子どもたちに「学校が楽しい人は手を挙げて」
と呼び掛けます。すると、手を挙げて「楽しいです」と返ってきます。これ
で、子どもたちの様子が分かるんですね。しかし、わずかに手が上がって
いない時もあります。そんなときは「学校を楽しいと思うためにどうした
ら良いかをみんなで考えよう。これが人権を守るということなんだよ」と
伝えています。
　人権教室をきっかけとして、子どもたち一人一人に、自分自身のことを大切
にするとともに、周りを思いやる心を育んでいただきたいと思っています。

市立旭が丘小学校 人権教室市立旭が丘小学校 人権教室
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次回の募集は2月5日号掲載分です

●原稿規格／タイトル15文字程
度・本文80文字程度 
●申込み／12月19日㈪～ 23日㈮
までに、ファクスまたは電子メール
（　382-2219、　johoseisaku@
　city.suzuka.lg.jp）で情報政策
課へ。なお、機器故障や送信
誤りなどによる掲載漏れ防止
のため、ファクスで申し込みさ
れた方は、電話で情報政策課
（　382-9036）へご連絡ください。
電子メールで申し込みされた
方へは、電子メール受信後、こ
ちらから受信完了した旨を必
ず返信します。募集期間を過
ぎても返信が無い場合は、情
報政策課へご連絡ください。
●注意事項／営業、政治、宗教活
動と認められるものは、お断り
します(企業・自営業者の活動を含む)。
※当事者間のトラブルについて、市
は一切関与しません。
※同一主催者の掲載申し込みは1回
1記事に限ります。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、
当面の間、窓口での
受け付けを中止します。

対象／本人、家族、関心のある方
どなたでも　とき／12月14日㈬
13時～15時　ところ／牧田コミュ
ニティセンター　内容／悩み相談、
情報交換、介護家族の交流　参
加料／100円

とき／12月17日㈯13時30分開演(開場12時
50分)　ところ／イスのサンケイホール鈴鹿　
内容／オー・ホーリー・ナイト、カヴァレリア・ル
スティカーナ、ビギン・ザ・ビギン、古賀メロ
ディー、朝ドラ主題歌メドレー、コーヒールンバ、
ホワイトクリスマスなど　入場料／無料

対象／どなたでも　とき／火・木・土・日曜
日19時～21時　ところ／市武道館ほか　
内容／元気に楽しく、そして強く。礼法と受
身を身につけて、相手を思いやる気持ちと
強い体を作りましょう　申込み／電話ま
たはホームページ(鈴鹿錬成会で検索)で

対象／ひとり親家庭の親　とき／1月
15日㈰10時～12時　ところ／男女
共同参画センター　定員／約20人　
参加料／無料　申込み／1月11日㈬
まで　※詳しくは電話またはホーム
ページで

とき／毎月第４木曜日10時30分～12時　
ところ／ほのぼのハウス(中旭が丘4-7-2)　
内容／Jゴスペルという日本人のためのオ
リジナルゴスペルで愛をテーマに歌ってい
ます。　参加料／100円　申込み／電話で　
※キーボードが弾ける方を歓迎します。

内容／仕事関係や人間関係など、悩み
を持つ方の相談を受け付けています。
企業勤務、大学講師の経験を生かし、
精神的なバックアップやアドバイスを
します。　相談料／無料　※詳しくは、
電話でお問い合わせください。

①とき／12月11日㈰(雨天時18日㈰)　集合／
三岐鉄道大矢知駅9時　内容／伊坂ダムを巡
る（7km）　※弁当持参・マスク着用　②とき
／1月3日㈫(少雨・小雪決行)　集合／平田町
駅西エイブル周辺　内容／椿大神社初詣
（16km・11km）　※弁当自由・マスク着用

とき／12月13日㈫19時～21時　とこ
ろ／白子公民館　内容／不登校のお
子さんをお持ちの親を中心とした集
まりです。心配なことや気になること
を一緒にお話ししましょう。　参加料
／100円

対象／５歳ぐらいから　とき／12
月18日㈰14時30分から　ところ
／市立図書館　内容／絵本や紙
芝居を使わず、語り手の声だけで
昔話や物語を伝えるおはなし会
です。

とき／12月17日㈯8時～9時30分　集合
／鈴鹿青少年の森公園　内容／仲間と一
緒にジョギング(ウオーキング)しながら、
ごみ拾いをするNEWフィットネス　参加
料／無料　申込み／12月10日㈯までに、
電話またはSMS(ショートメール)で

対象／発達障がい児を持つ親　とき／12月14日
㈬10時～11時30分　ところ／市内飲食店(申し
込み後詳細連絡)　内容／同じ境遇の親とつな
がりを持つことができ、子どもへの関わり方のヒ
ントを得られて心が軽くなります。　参加料／お
茶代(500円程度)　申込み／電子メールで

対象／障がい・認知症の方などに関
わる方や関心のある方どなたでも　
とき／12月15日㈭10時～12時　ところ
／社会福祉センター(地子町383-1)　
参加料／500円　申込み・問合せ／12
月14日㈬までに電子メールで

放送大学はテレビやインターネット、
スマホで学べる正規の通信制大学で
す。好きな科目を１科目から学べます。
学士取得(卒業)も目指せます　申込
み／3月14日㈫まで(必着)

「家族の会」鈴鹿地区会
下野和子　 370-4620

鈴鹿マンドリンクラブ杉崎
　090-9908-2049  　rozasguitar@gmail.com

鈴鹿錬成会　090-7609-2450
　　　384-3741

　三重県母子父子福祉センター
　　059-228-6298　　boshikafu@za.ztv.ne.jp
　　https://sanboren.wixsite.com/3bosicenter

安田　 090-9915-6972

重田　 372-1951

鈴木利昭　 080-1611-9264

つぅの会
保井　 090-4185-1514

鈴鹿おはなしの会　たんぽぽ
藤田　　090-4255-2529

プロギングみえ
木村　　090-9948-6597
き　むら

樋口さおり
　cct.riosa@gmail.com

こんぺいとう　堀井
　sas.tanpopo@gmail.com

放送大学　三重学習センター
　 059-233-1170

すぎさき

やす　だ

しも      の       かず     こ

しげ　た

やす　い

ふじ　た

すず    き     とし   あき

ひ　ぐち

ほり　い

認知症の人と
家族の会のつどい

マンドリン
クリスマスコンサート

柔道教室　生徒募集

ひとり親家庭等就労に関する研修会
「将来のお金と仕事」

ロバの子
旭が丘Jゴスペルクラブ

うつ・心神不安定・
自信喪失の方の相談室

鈴鹿市民歩こう会

鈴鹿不登校を考える親の会

ストーリーテリングの
おはなし会

プロギング参加者
募集

発達障がい児を持つママの
ための心が軽くなるお茶会

日常生活支援事業と
成年後見制度について

放送大学
4月入学生募集中









新型コロナウイルス感染症の影
響により、中止や延期する場合が
あります。中止などは、市ホーム
ページでお知らせします。

ふ じ やま





　自然の地形などの障害物を、足をつかずに走破する技術を競
う2輪競技「トライアル」。その国内最高峰クラスで前人未到の
10年連続・12度目の全日本チャンピオンに輝いたのが四日市市
出身の小川友幸選手です。所属するのは、本市に拠点を置く
TEAM MITANI Honda（三谷知明代表）で、まさに“チーム
三重”で成し遂げた快挙です。
　トライアルは技術もさることながら、他選手との駆け引きや自
分自身との戦いというメンタル面が大きな比重を占めます。現在
46歳の小川選手ですが、強豪たちと競って念願の初タイトルを
獲得したのは15年前のことでした。
　三谷代表は頂点に至るまでを振り返って、「ライバルとの切
磋琢磨が、小川選手の精神力を高めました。特に接戦と
なった時の勝負強さは別格」と話
します。とてつもない重圧に打ち勝
ち、王座を守り続ける努力は想像を
絶します。それでも穏やかな笑顔を
絶やさない小川選手。三谷代表をは
じめ、支えてくれる全ての人々に感謝
しながら挑戦は続きます。
※小川選手のマシンは新名神高速道
路鈴鹿パーキングエリアで現在展
示中です。

”チーム三重”が打ち立てた大記録

　ジェンダーやコロナ差別など、人権にまつ
わる問題が数多く発生しています。このよう
な問題は「自分には関係ないこと」ではあり
ません。自分の身近な問題として、互いの人
権を尊重しあい、他人の人権に配慮すること
を、一人一人が考えたいものです。
　さて、今回の特集では、これらの人権問題
から皆さんを守る取組みを行っている人権擁
護委員を紹介しました。特集を編集するに当

たり、委員の活動現場に取材へ行かせていただいたり、お
話を伺ったりする機会がありました。皆さんと話をしてい
て思ったことは、とても安心感があって信頼できる方たち
だったということです。
　差別を受けていても、相談できずにいる方もいるかもし
れません。決して一人で悩まず、身近な人権擁護委員の皆さ
んに相談してみてはいかがでしょう。（晴） 

鈴鹿の

～写真でみる80年～

レガシー
　1942（昭和17）年12月1日に誕生し、今年で市
制施行80周年を迎える鈴鹿市。80周年にちなみ、
このコーナーでは本市の発展を振り返ります。

©Tezuka Productions

その6

■中野能成（鈴鹿モータースポーツ友の会　事務局）　
なかのよししげ

記念事業のようす
本市では、市制施行80周年を記念し、今年度さまざま
な記念事業が行われています。
　右の写真は、市制施行10周年・20周年時の記念事業
で撮影された貴重なものです。
　どれもその当時の様子を感じられる写真ばかりで
すが、節目の年を祝い、活気にあふれる姿は、今も変わ
りはありません。

遺産

お  がわ とも ゆき

み  たに とも あき

▲大記録達成を喜ぶ小川選手

80周年記念「応援事業」を募集
中です。応援事業について詳
しくは、二次元コードをご覧
ください。

▲記念式典

▲三重県物産展

▲子どもたちによる20周年記念行進

▲市民音楽会

10 周年記念事業

20 周年記念事業


